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「健康が一番！」

ばりばり現役プロジェクト

　

名
張
市
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が

県
平
均
よ
り
高
く
、
そ
の
一
方
で
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
低
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
高
血
圧
や
腎
不
全
に
か

か
る
１
人
当
た
り
の
医
療
費
を
見
る
と

県
内
14
市
の
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
重
症
化
し
て
か
ら
医
療

機
関
を
受
診
す
る
傾
向
が
あ
る
と
分
析

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
24
年
度
、
市
民
の
生

活
習
慣
病
予
防
を
目
指
し
「
特
定
健
診

の
受
診
率
の
向
上
」
「
が
ん
検
診
受
診

率
の
向
上
」
「
高
血
圧
・
慢
性
腎
臓
病

の
予
防
」
の
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
「
生

活
習
慣
病
予
防
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

ば
り
ば
り
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
を
目
指

重
症
化
し
て
か
ら
医
療
機
関
を

受
診
す
る
人
が
多
い
名
張
市

市
独
自
の

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
発
行

　市では、「特定健診受診率の向上」「がん検診受診率の向上」「高血圧・慢性腎臓病の予防」の大
きな 3つの目標を掲げ、生活習慣病予防に重点を置いた取組みを平成 24年度から進めています。

　平成22年度に比べ、国保特定健診受診率、
がん検診受診率が向上しています。特定健診
では、昨年度、初めて地域で集団健診を実施
していただきましたが、受診者の約半分が今
まで健診を受けていない人たちであり、一定
の成果が出たと言えます。しかし、平成24年
度の受診率は県内29市町中18位とまだまだ
低い状況です。
　今年度は、特定健診を受けたことがなく、
しかも医療にもかかっていない人を対象に電
話による受診のお勧めと未受診理由の聴き取
りを行います。また、がん検診では、無料ク
ーポンの年だけ受診してその後未受診の人が
いますので、ダイレクトメールなどで定期的
な受診の必要性を訴えていきます。
　生活習慣の改善、重症化予防は、一朝一夕

には実現できません。これからも、地域づく
り組織や医療機関、関係機関に、より一層の
連携をお願いし、生活習慣病の予防に取り組
みます。市民の皆さんも自分の健康に関心を
持ち、健診を受診したり、生活習慣を見直し
たりしてください。一緒に「いつまでも健康
で生き生きと暮らせるまち名張」を目指しま
しょう。

　

国
は
、
全
国
的
に
受
診
率
の
低
い
乳

が
ん
、
子
宮
頸け

い

が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診

の
検
診
料
を
市
町
村
と
と
も
に
負
担

し
、
節
目
年
齢
の
皆
さ
ん
に
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
加
え
て
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん

に
つ
い
て
も
節
目
年
齢
の
皆
さ
ん
に
配

布
す
る
ほ
か
、
対
象
を
拡
大
し
て
子
宮

頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
平
成
24

年
度
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。
無
料
ク

ー
ポ
ン
対
象
者
に
限
っ
て
は
、
平
成
24

年
の
受
診
率
は
、
大
腸
が
ん
と
乳
が
ん

で
県
内
29
市
町
中
ト
ッ
プ
の
受
診
率
で

し
た
。
ま
た
、
三
重
大
学
医
学
部
付
属

料
金
改
定
や
集
団
健
診
な
ど
で

特
定
健
診
受
診
率
が
向
上

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
国
保
特
定
健

診
を
５
０
０
円
、
特
定
健
診
プ
ラ
ス
を

１
０
０
０
円
と
自
己
負
担
金
を
平
成
23

年
度
の
半
額
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
づ
く
り
組
織
の
協
力
を
得
て
、
公
民

館
な
ど
で
初
め
て
集
団
健
診
を
実
施
。

平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

33
・
５
％（
速
報
値
）と
平
成
22
年
度
に

比
べ
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

※平成 24年度数値は速報値です。

病
院
と
の
共
同
に
よ
る
予
防
啓
発
講
演

会
を
実
施
す
る
な
ど
し
、
平
成
24
年
度

の
受
診
率
は
す
べ
て
の
が
ん
検
診
で
、

平
成
22
年
度
に
比
べ
上
昇
し
ま
し
た
。

　　　

市
内
で
は
、
人
工
透
析
患
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
の
必

要
な
高
血
圧
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
か
か
る
の
が
遅
か
っ
た

り
、
治
療
を
し
て
い
て
も
生
活
習
慣
が

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
原

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
三
重
大
学
と
連
携
し
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
講
演
会
を
市
内
26
ヵ

所
で
開
催
し
た
り
、
保
健
師
が
高
血
圧

者
１
５
９
人
に
訪
問
指
導
を
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
な
ど
で
、

集
団
健
診
受
診
者
に
対
し
て
健
診
結
果

の
見
方
や
生
活
習
慣
改
善
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
工
透
析
件
数
、
治
療
の

必
要
な
高
血
圧
者
数
と
も
に
減
少
し
て

お
ら
ず
、
継
続
し
た
取
組
み
が
必
要
で

す
。

保
健
師
の
訪
問
や
三
重
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防

地域や医療機関、関係機関に、より一層の連携をお願いし、生活習慣病の予防に取り組みます。

市サッカー協会主催の「サッカー教室」を見学する
保護者に、乳がんについての説明をする保健師

▲

※【　】内は 22年度県平均受診率
※ 24 年度から、国保特定健診プラスの「胸部レン
トゲン」を2人の医師がチェックすることにより、
肺がん検診受診としています。
※平成 24年度数値は速報値です。

国保特定健診・がん検診の日程は・・・

　市ホームページで確認いただくか、問い
合わせ先へお電話ください。
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名張市のがん検診受診人数と受診率

名張市の特定健診受診人数と受診率

健康支援室 室長　西嶌 知子


